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〒399-3502 長野県下伊那郡大鹿村大字大河原354　ホームページアドレス　http://www.vill.ooshika.nagano.jp　電子メールアドレス　info@vill.ooshika.lg.jp
人口 1,010人（＋12）／男 494人（＋7）／女 516人（+5）／世帯数 500戸（+3）　令和元年5月１日現在　※（ ）内は前月比 ◇印刷／龍共印刷株式会社

おしらせ版おしらせ版 No.270 広報バックナンバーを
村のホームページから
ご覧になれます。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
で
は
、
７
８

３０

６
件
、
９
３
１
万
円
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。　

年
度
中
に
皆
様

３０

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、

経
費
を
除
い
た
金
額
を
、
一
旦
「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
基
金
」に
積
み
立
て
、

　

年
度
に
実
施
す
る
事
業
に
当
て
さ

３１せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

予定事業寄付金額（円）取組み内容
河川清掃及び草刈作業費
景観整備活動事業４,７２３,０００「日本で最も美しい村」づくり（景

観・環境）に関する事業１

森林造成事業
（間伐・枝打ち等）９５０,０００森林整備、水源かん養に関する事業２

小・中学校
エアコン設置事業１,３１２,０００教育の推進及び文化の保全に関する

事業３

高齢者見守り支援事業９５５,０００福祉に関する事業４

村制１３０周年記念事業１,３７０,０００その他の目的のために村長が認めた
事業５

夜泣き松周辺整備事業そば収穫機械購入事業

ふ
る
さ
と
納
税　

ふ
る
さ
と
大
鹿
応
援
寄
付
金
報
告

　

平
成　

年
度
『
ふ
る
さ
と
大
鹿
応
援
寄
付
金
』
を
募
集
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

２９

全
国
の
皆
様
か
ら
３
８
３
件
、総
額
５
３
２
万
円
に
も
及
ぶ
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、平
成　

年
度
で
実
施
し

３０

事業費（円）使　　途充当金額（円）取組み内容

１,７９８,９９３景観整備活動事業１,５３０,０００「日本で最も美しい村」づくり
（景観・環境）に関する事業１

２３,６３７,９６０森林造成事業
（間伐・枝打ち等）３６０,０００森林整備、水源かん養に関する

事業２

６,９９８,４００夜泣き松周辺整備事業５００,０００教育の推進及び文化の保全に関
する事業３

４０７,６１０高齢者見守り支援事業２７０,０００福祉に関する事業４

３,０４０,０００遊休農地対策
そば収穫機械購入事業３４０,０００その他の目的のために村長が認

めた事業５

た
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
へ
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。（
な
お
、
寄
付

金
額
よ
り
経
費
を
除
い
た
金
額

を
充
当
し
て
お
り
ま
す
。）
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平
成　

年
度

２９

財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す

統
一
的
な
基
準
で
作
成
し
ま
し
た

行
政
相
談
委
員
に

　
　

神
崎
あ
さ
子
さ
ん

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
神
崎
あ

さ
子
さ
ん
が
、
総
務
大
臣
か
ら
再
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ
ん
か

ら
、
国
の
役
所
や
独
立
行
政
法
人
及

び
特
殊
法
人
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に

関
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
お
聴

き
し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る

も
の
で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行

政
相
談
委
員
で
す
。

　

本
村
の
行
政
相
談
委
員
は
、
隔
月

の
第
３
水
曜
日
頃
に
役
場
の
相
談
室

で
開
催
さ
れ
る
定
例
相
談
日
で
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
の
相
談
日
は
、
事
前
に
同
報

無
線
等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら

総
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せせ

　

大
鹿
村
で
は
、
平
成　

年
度
の
決

２８

算
か
ら
、
総
務
省
が
示
し
た
「
統
一

的
な
基
準
」
に
基
づ
く
財
務
４
表

（
賃
借
対
照
表
、行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、

純
資
産
変
動
計
算
書
、
資
金
収
支
計

算
書
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

村
が
保
有
す
る
資
産
や
負
債
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
経
費
等
を
わ
か

り
や
す
く
、「
発
生
主
義
」「
複
式
簿

記
」
に
よ
り
作
成
し
て
い
ま
す
。

●
賃
借
対
照
表（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）

　

村
が
保
有
し
て
い
る
財
産（
資
産
）

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源

（
負
債
・
純
資
産
）で
賄
っ
て
き
た
か

を
総
括
的
に
対
照
し
た
一
覧
表
で
す
。

　

財
産
や
負
債
、
こ
れ
ま
で
の
資
産

形
成
の
結
果
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

村
は
２
２
７
・
６
億
円
の
資
産
を

形
成
し
て
き
ま
し
た
。
有
形
固
定
資

産
で
は
、
立
木
竹
が
約　

億
円
、
工

５６

作
物
で
１
０
９
億
円
と
な
っ
て
お
り
、

道
路（
村
、
林
道
）が
多
く
、
広
大
な

面
積
と
山
林
を
抱
え
る
大
鹿
村
の
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
固

定
資
産
は
今
後
も
維
持
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
世
代
が
負
担
す
る
金

額
は　
・１
億
円
で
あ
り
、
そ
の
大
部

２１

分
は
地
方
債
で
す
。

　

純
資
産
は
、
道
路
や
建
物
等
の
整

備
の
財
源
と
し
て
受
け
た
国
や
県
の

補
助
金
や
、
税
金（
地
方
税
）な
ど
の

総
額
で
現
在
ま
で
の
世
代
が
負
担
し

て
き
た
金
額
で
す
。

貸借対照表
（平成３０年３月３１日現在） （単位：千円）

金額科目名金額科目名
【負債の部】【資産の部】

１,９１６,０３８  固定負債２１,２３８,７９３  固定資産
１,４７４,３６３    地方債１９,６０１,８３９    有形固定資産

－    長期未払金９,２６４,０７５      事業用資産
４２７,３０３    退職手当引当金１０,２２０,５６０      インフラ資産

－    損失補償等引当金５５１,７５４      物品
１４,３７２    その他１,７７２    無形固定資産
１９３,１６４  流動負債１,６３５,１８２    投資その他の資産
１６６,８８１    １年内償還予定地方債４６,５６９      投資及び出資金
２０,８６９    賞与等引当金４,２２８      長期貸付金

－    預り金１,５７８,６１３      基金
５,４１３    その他１０,０００      その他

-４,２２８      徴収不能引当金
１,５２４,２７６  流動資産
４４５,６３４    現金預金

２,１０９,２０２負債合計３,７９８    未収金
【純資産の部】１,０７４,８４４    基金

２２,３１３,６３７  固定資産等形成分－    棚卸資産
－１,６５９,７７０  余剰分（不足分）－    その他

－    徴収不能引当金
２０,６５３,８６６純資産合計
２２,７６３,０６８負債及び純資産合計２２,７６３,０６８資産合計
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飯田警察署長 感謝飯田警察署長　感謝状状
しお里店
JA鹿塩給油所経営　會澤 秀介 さん

　高齢者が行方不明の際、會澤さんの献身的
な活動により、早期発見に繋がりました。こ
の思いやりと、正義感が高く評価され、飯田
警察署長より感謝状が贈呈されました。

●
資
金
収
支
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
現
金
が
１
年
間
で

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
、
業

務
活
動
、
投
資
活
動
、
財
務
活
動
の

３
つ
に
区
分
し
収
支
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
で
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
業
務
活
動

●
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

　

１
年
間
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

福
祉
活
動
や
ご
み
収
集
等
の
資
産
形

成
に
結
び
つ
か
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の

コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　
「
経
常
費
用
」か
ら「
経
常
収
益
」を

差
し
引
い
た「
純
経
常
行
政
コ
ス
ト
」

が
、
村
税
や
地
方
交
付
等
の
一
般
財

源
で
賄
わ
れ
る
費
用
と
な
り
ま
す
。

●
純
資
産
変
動
計
算
書

　

賃
借
対
照
表
の
純
資
産
が
１
年
間

に
ど
の
よ
う
に
変
動
し
た
の
か
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　

純
資
産
の
減
少
は
、
行
政
コ
ス
ト

が
多
く
か
か
っ
た
り
、
資
産
の
増
加

よ
り
負
債
の
増
加
が
多
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
度
末

２９

の
純
資
産
は
固
定
資
産
等
の
減
少
に

よ
り
１
・
１
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

行政コスト計算書 （単位：千円）
金額科目名金額科目名
９０,８２２  経常収益１,９３４,８７１  経常費用
３４,７７３    使用料及び手数料１,４７３,５３６    業務費用
５６,０４８    その他２８６,４５４      人件費

１,８４４,０４９純経常行政コスト１,１７６,２４０      物件費等
３,５０３  臨時損失１０,８４１      その他の業務費用
－  臨時利益４６１,３３５    移転費用

１,８４７,５５３純行政コスト２６５,８１３      補助金等
８２,１５６      社会保障給付
１１２,７７４      他会計への繰出金
５９３      その他

純資産変動計算書

合計科目名

２０,７６６,５１８前年度末純資産残高

－１,８４７,５５３  純行政コスト

１,７１８,２３３  財源

１,４０３,４２４    税収等

３１４,８０９    国県等補助金

－１１２,６５１  本年度純資産変動額

２０,６５３,８６６本年度末純資産残高

（単位：千円）

資金収支計算書 （単位：千円）
金額科目名金額科目名

【財務活動収支】【業務活動収支】
１７５,９３７  財務活動支出１,３１０,８３９  業務支出
１７４,３００  財務活動収入１,８０５,４２３  業務収入
－１,６３７財務活動収支４９４,５８４業務活動収支
３６０,００３本年度資金収支額【投資活動収支】
８５,６３１前年度末資金残高５２６,９４４  投資活動支出
４４５,６３４本年度末資金残高３９４,０００  投資活動収入

－１３２,９４４投資活動収支
－本年度末歳計外現金残高

４４５,６３４本年度末現金預金残高

収
支
は
約
５
億
円
余
剰
が
あ
り
ま
し

た
が
、
公
共
施
設
整
備
等
の
資
産
形

成
等
に
係
る
投
資
活
動
収
支
及
び
地

方
債
の
返
済
等
に
係
る
財
務
活
動
収

支
が
約
１
・
３
億
円
不
足
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
資
金
収
支
は
３・６
億
円

２９

の
黒
字
と
な
り
、
前
年
度
末
資
金
残

高
と
あ
わ
せ
て　

年
度
末
資
金
残
高

２９

は
約
４
・
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
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長
野
県
森
林
づ
く
り
県
民
税
を
活
用

し
て
河
畔
林（
か
は
ん
り
ん
）整
備
を

実
施
し
ま
し
た

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
営
農

に
関
す
る
相
談・技
術
指
導
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

い
。

◯
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

　

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
【
役
場　

産
業
建
設
課
】

　
 

３
９−

２
０
０
１（
代
）

　

ま
で
お
電
話
下
さ
い
。

営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
知
ら
せ

◯相談できる日（５月～６月）
金木水火月
17165／15
2423222120
3130292827
76546／3
14131210

相談可能時間：午前９時～午後３時まで
※相談可能日・時間は変更となる場合があります。

村税・料金納付のお知ら村税・料金 納付のお知らせせ 毎月の料金 焔ケーブルテレビ 焔保育料 焔介護保険料
 焔住宅料 焔後期高齢者医療保険料
 焔水道料 焔その他利用料等

備考３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月課税月
税目（期）

年４回４３２１住民税普通徴収
年４回４3２１固 定 資 産 税
年１回１軽 自 動 車 税
毎　月１２１１１０98７６５４３２１国民健康保険税

5月の口座振替 ５月２７日（月）　納付書納期限 ５月３１日（金）
6月の口座振替 ６月２５日（火）　納付書納期限 ７月１日（月）

6月はここ!! ★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認くだ
さい。

★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にて
お願いします。

5月はここ!!

　

大
鹿
村
で
は
長
野
県
森
林
づ
く
り

県
民
税
（
以
下
、
県
民
税
と
い
う
）

を
活
用
し
て
、
河
畔
林
整
備
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

河
川
内
に
木
が
育
つ
と
、
増
水
時

に
土
砂
と
と
も
に
木
が
流
れ
、
橋
な

ど
に
引
っ
か
か
っ
て
洪
水
被
害
を
拡

大
す
る
恐
れ
が
る
た
め
、
長
野
県
で

は
県
民
税
を
活
用
し
た
河
畔
林
整
備

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成　

年
３０

度
で
は
大
鹿
村
の
大
河
原
地
区
に
あ

る
桐
の
久
保
沢
に
お
い
て
河
川
付
近

の
森
林
（
河
畔
林
）
の
伐
採
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
に
よ
り
、
約
９
４
０

本
の
支
障
木
等
を
伐
採
し
、
災
害
の

リ
ス
ク
を
低
減
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

関
係
す
る
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
伐
採
し
た
木
に
つ
き
ま
し

て
は
今
後
払
い
下
げ
を
行
い
、
皆
様

に
ご
活
用
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

 
産
業
建
設
課　

建
設
水
道
係 

岳

岳

岳

実施前 実施後
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三
遠
南
信
地
域

無
料
法
律
相
談
に
つ
い
て

　

弁
護
士
法
人
愛
知
リ
ー
ガ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

の
で
、
左
記
の
予
約
先
へ
ご
予
約
の

上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

飯
田
下
伊
那
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
○
日
時

　

６
月　

日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

１５

○
会　

場

　

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
あ
る
て

　
（
豊
丘
村
大
字
神
稲　

）
３６９

○
相
談
時
間

　

１
人（
組
）　

１
時
間
以
内

○
予
約
受
付
の
締
切
日

　

６
月
５
日（
水
）

○
予
約
先

　

弁
護
士
法
人

　
　

愛
知
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
 

０
１
２
０−

６
６
８−

１
９
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 
予
約
専
用
）

◯
予
約
受
付　
（
月
～
金
）

　

午
前　

時
～
午
後
３
時

１０

（
土
・
日
・
祝
日
は
受
け
付
け
て
お

り
ま
せ
ん
）

○
そ
の
他

　

弁
護
士
法
人
愛
知
リ
ー
ガ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
愛
知
大
学
法
科
大
学
院

の
受
託
教
育
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ

た
法
律
事
務
所
で
、
今
回
の
無
料
法

律
相
談
は
、
南
信
州
広
域
連
合
と
愛

知
大
学
が
締
結
し
た
「
連
携
・
協
力

に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
も
の
で
す
。

いきいき体操講座の紹介
担当：田中雅子

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　いきいき体操講座は、第５木曜日に行っており今年度は４回しかありませんが、どなたでも
無料で参加できます。健康運動指導士の先生のわかりやすい話とともに、約１時間体を動かし
ます。体操には全身の血行促進・下肢の筋力維持・認知症予防の効果があり、家庭で簡単にで
きる体操ばかりですので、２つ３つ覚えて家で実践されると、より効果が高まります。

いきいき体操講座実施前には、広報等でお知らせ
しますので、ぜひご参加ください。

大鹿村地域包括支援センターは役場保健福祉課内にあります
緯39－2268まで　お気軽にご相談ください

 令和元年度　第１回目 

日時：５月３０日（木）　午前９時３０分～
場所：診療所２階和室にて
料金：無料

　

阪
村
雅
司
さ
ん（
上
市
場
）が
自
衛

官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
地
域
へ

の
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
か
ら
自
衛

隊
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、
双
方
の
パ

イ
プ
役
と
な
る
お
仕
事
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

任
期
は
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

３１

令
和
３
年
３
月　

日
の
２
年
間
と
な

３１

り
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
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村
制
１
３
０
周
年
記
念　
!!

令
和
元
年
度

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
春
季
大
会

◯
開
催
日

　

５
月　

日（
日
）

２６

　

※
予
備
日
６
月
２
日（
日
）

◯
受
付

　

午
前
８
時　

分
～（
予
定
）　　

００

◯
開
会
式

　

午
前
８
時　

分
～（
予
定
）

４０

◯
場
所

　

大
西
公
園
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

公
民
館
・
大
鹿
村
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
 

３
９−

２
１
０
０

※
お
申
し
込
み
は
該
当
地
区
の
分
館

長
さ
ん
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
村
制
１
３
０
周
年
記
念
で
す
。
で

き
る
だ
け
多
く
の
方
に
村
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◯
ル
ー
ル

　
（
変
更
が
出
る
場
合
は
随
時
お
知

ら
せ
し
ま
す
）

・
１
チ
ー
ム
４
名
で
、
分
館
内
で
何

チ
ー
ム
参
加
し
て
も
よ
い
。

・
４
名
単
位
に
な
ら
な
い
場
合
で
も

参
加
は
可
能
だ
が
分
館
の
順
位
に

は
考
慮
し
な
い
。（
個
人
と
し
て

プ
レ
ー
す
る
、
ま
た
は
オ
ー
ル
○

○
で
参
加
も
可
）

・
実
際
の
プ
レ
ー
は
、
参
加
者
全
員

に
よ
り
改
め
て
チ
ー
ム
編
成
を
し

て
行
う
。

・　

ホ
ー
ル
１
ラ
ウ
ン
ド
プ
レ
ー
と

２７す
る
。

・
リ
ー
ダ
ー
は
打
順
指
示
、
打
数
記

録
、
記
録
提
出
、
移
動
指
示
、
後

続
に
合
図
等
を
行
う

・
原
則
、
日
本
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
協

会
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
行
う
も
の

と
す
る
。

　

本
学
習
会
で
は
、
戦
争
の
経
緯
や

時
代
背
景
、
当
時
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
講
師
の
先
生
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。　

こ
の
学

習
会
を
通
じ
、
平
和
に
つ
い
て
改
め

て
見
つ
め
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。　

平

和
の
こ
と
を
考
え
る
の
は
相
手
の
こ

と
を
考
え
る
事
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

供
人
権
僑に
つ
い
て
も
改
め
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
期
日　

６
月　

日（
日
）

２３

○
時
間

　

午
後
１
時　

分
～
２
時
間
程
度

３０

○
会
場　

交
流
セ
ン
タ
ー

○
対
象

　

小
学
５
年
生
以
上
の
方
か
ら

○
講
師

　

原　

英
章 
先
生

（
飯
田
歴
史
研
究
所
調
査
研
究
員
）

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

公
民
館　
 

３
９−

２
１
０
０

令
和
元
年
度 
人
権
教
育
促
進
事
業

人
権
平
和
学
習
会

公
民
館
手
芸
教
室

◯
講
師

　

中
村 
鹿
林 
さ
ん（
釜
沢
）

◯
そ
の
他

・
全　

回（
参
加
無
料
）で
針
を
使
っ

１０
た
裁
縫
・
刺
繍
を
行
い
ま
す
。

・
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

・
配
車
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◯
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

公
民
館　
 

３
９−

２
１
０
０

　
（
開
催
日
５
日
前
ま
で
に
）

手芸教室  開催予定表（全１０回・前半分）

場所時間開催日（第３水曜開催）No．

交
流
セ
ン
タ
ー

午
前　

時
～　

時
ま
で

１０

１２

５月１５日（水）１

６月１９日（水）２

７月１７日（水）３

８月２１日（水）４

９月１８日（水）５

村制13
0周年記念
祝祝
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公民館研修講座参加奨励金と研修講座のご案公民館研修講座参加奨励金と研修講座のご案内内
　公民館では、大鹿村公民館が認める長野県生涯学習推進センターや教育事務所などが主催す
る各種研修講座へ参加された皆さんに奨励金の給付（１講座参加につき一人１,０００円）をしてい
ます。
　　　　○対象者　奨励金対象の研修講座を受講された方
　　　　○その他　・研修会場へは各自でお願いします。
　　　　　　　　　・受講後は大鹿村公民館までレポートの提出をお願いします。
　　　　◯連絡先　大鹿村公民館　 ３９－２１００

★★直近の対象研修講座★★
（基本的に参加無料ですが、材料費などが必要な場合もあります）

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

●もうひとつの公共　～市民社会の力が問われている～
【日　時】　５月２４日（金）　９時４５分～１６時
【会　場】　生涯学習推進センター（塩尻市）
【講　師】　興梠　寛さん（昭和女子大学グローバルビジネス学部　特任教授）
【内　容】　責任ある住民として今われわれに何が期待されているかを学ぶ
【申込先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）

●幼児期にふさわしい運動遊び
【日　時】　６月５日（水）　９時４５分～１６時
【会　場】　生涯学習推進センター（塩尻市）
【講　師】　白金俊二さん（松本短期大学　准教授）
【内　容】　子どもたちに効果的な運動の在り方などを学ぶ
【申込先】　生涯学習推進センター（ ０２６３－５３－８８２２）

●飯田下伊那の学び　～少年達の航空機監視～
【日　時】　６月７日（金）　１５時～１６時４５分
【会　場】　飯田合同庁舎３０１号室
【講　師】　酒井幸則さん（時の旅人　代表）
【内　容】　飯田下伊那の特色ある自然・文化・歴史を学ぶ
【申込先】　南信教育事務所　飯田事務所（ ０２６５－５３－０４６１）

　― 電子メディアとの付き合い方を考えよう ―　
　インターネットの普及により多くの利点が増えましたが、ネット依存による身体への
影響やトラブル等が後を絶ちません。これは大人だけの問題ではなく、子どもたちにも
及んでいます。
　講演会を通じて「私たちにとって」望ましいネットとの付き
合い方を考えましょう。

○期　日　６月１０日（月）
○時　間　午後７時～８時３０分まで
○会　場　交流センター
○対　象　１８歳以上の方
○講　師　松島恒志さん（子どもとメディア信州代表・菅野中校長）
◯問い合わせ先　公民館　 ３９－２１００

情
報
モ
ラ
ル
講
演
会
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塩の里発着の徒歩観察コース作成！

大鹿村中央構造線博物館たよ大鹿村中央構造線博物館たよりり
112200号号

2019年5月発行

　次に、来た道を少し戻って、塩川沿いの道路から脇に入る道を登っていきます。大きく右へ
カーブするところで左手を眺めてみると、眼下に、出発地点の塩の里が見えます。そして、谷
を挟んで向こう側の斜面を見ると、城山の 断  層  鞍  部 が見えます（写真５，地点③）。中央構造線

だん そう あん ぶ

は、この馬の鞍のような凹んだ地形のところを通っています。
　カーブを曲がると、中央構造線の内帯側に立地する数少ない集落の一つである西集落が見え
ます（写真６）。さらに道を進むと、斜面の上手にお墓がぽつぽつと点在しています。この一角
に黒部銑次郎の墓があります（写真７，地点④）。

　博物館たより３月号に続く徒歩観察コース第二弾とい
うことで、塩の里発着の１時間程度の徒歩観察コース
マップを作成しました。４月から５月初めにかけての時
期には、あちこちに咲き乱れる桜や花桃を眺めながら歩
くことができると思いますが、この「博物館たより」が
配布される頃には、残念ながら間に合わなそうです。し
かしながら、新緑の中を歩くのも気持ちの良いはずです。
　発着地の塩の里（写真１，地点①）は、中央構造線よ
りわずかに内帯側に位置しています。まずは、鹿塩温泉
を目指して東に向かいます。鹿塩温泉の２軒の旅館（写
真２，地点②）の前の赤い橋のあたりで川底を覗くと、
薄い板を重ねたような見た目の緑色片岩や、黒色片岩が
見えます（写真３）。道
路の反対側には、明治時
代に黒部 銑  次  郎 という人

せん じ ろう

が、岩塩を探して坑道を掘った跡があります　（写真４，地点②，
２０１９年４月現在、電灯が故障中のため、立ち入り禁止となって
います。）。残念ながら、岩塩は見つかりませんでしたが、黒部
銑次郎は、製塩と鉱泉浴場の営業をはじめました。

TEL:(0265)39-2205
staff69@mtl-muse.com

図１ コースマップ

写真1 塩の里(地点①)

写真2 鹿塩温泉(地点②) 写真3 鹿塩温泉前の河床に結晶片岩
が露出している

写真4 黒部の洞窟入り口(地点②)
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写真5 谷底に塩の里が見える(地点③) 写真6 伊那山地の麓に立地する西集落 写真7 黒部銑次郎の墓(地点④)

写真8 中峰集落への道との合流点

　さらに進むと、中峰集落へ続く道と合流しますので（写真８）、
左手前方向に進みます。合流点からすぐの最初のカーブのとこ
ろが中央構造線の通っているところです（写真９，地点⑤）。白
黒の写真では全くわかりませんが、現地でよく見てみると、土
の色が左右で少し違っています。

　塩原の集落の中を通って、国道
に向かって下っていくと（地点
⑥）、鹿塩川の向こう側に、内帯
側のマイロナイトの白い崖が見え
ます（写真１０）。マイロナイトは、
断層近傍の地下深いところで、断
層がずれる力を受け、引き伸ばされるように変形した岩石です。明治時代、まだ日本でマイロナ
イトという岩石の存在が知られていなかった頃に、地質学者原田豊吉は、この岩石を、大鹿村 鹿 

か

 塩 の地名をとって「鹿塩 片  麻  岩 」と名づけました。その後、この岩石は、片麻岩ではなくマイロナ
しお へん ま がん

イトであると判明したため、現在では「鹿塩マイロナイ
ト」と呼ばれています。
　国道１５２号線を南下すると、城山、河合、 居  森  山 の断

い もり やま

層鞍部（写真１１の矢印箇所）と断層丘陵が連続してい
るのが見えます。中央構造線は、ほぼ鹿塩川に沿って
通っていますが、小渋川と合流する居森山のあたりで
は、鹿塩川の流路がだいぶ西寄りに向きを変えていま
す。
　最後に市場神社に寄ります（写真１２，地点⑦）。ここ
には江戸時代から続く大鹿歌舞伎の舞台があります。
現在も、毎年１０月第３週に、大鹿歌舞伎秋の定期公演
が開催されます。
　以上、白黒写真ではわかりにくい部分も多いので、
カラー写真が見てみたい方は、是非、博物館ホームペー
ジの方をご覧ください
（URL:https://mtlmuse.com/mtl/tourcourse/sh-
ionosato/）。

（宮崎）

写真11 国道152号線から見える断層鞍部の連なり

写真12 市場神社

写真9 この崖を中央構造線が横切っ
ている(地点⑤)

写真10 マイロナイトの白い急崖
(地点⑥より撮影)


